
～ R7年　10月　29日

（対象者数） 31 （回答者数） 18

～ R7 年　10月　29日

（対象者数） 9 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
こどもの反応をみて療育やイベントの内容を更に検討してい

く。

2
こどもの反応をみて療育やイベントの内容を更に検討してい

く。

3 こどもの反応をみて支援の内容を更に検討していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 地域の他のこどもと活動する機会を検討する。

2
家族支援プログラムや家族等も参加できる研修会や情報提供

の機会を増やしていく。

3
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護

者同士の交流の機会を増やしていく。

家族に対して家族支援プログラム（ペアレントトレーニング

等）や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が少な

い。

家族支援プログラムや家族等も参加できる研修会や情報提供の

機会が1回しか実施されなかった。

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者

同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援が少ない。

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者

同士の交流の機会が1回しか実施されなかった。

こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性

のある支援が受けられている。

発達検査の結果と親御さんからの聞き取りとこどもの様子から

支援の内容を毎回職員同士で検討している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会が少ない。
地域の他のこどもと活動する機会がない。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

こどもの支援に必要な項目が適切に設定されている。 療育やイベントの内容を毎回職員同士で検討している。

事業所が公表している支援プログラムは事業所の提供する支援

に合っている。

事業所が公表している支援プログラムは職員同士で検討し事業

所の掲げる支援内容に合うようにしている。

○従業者　評価有効回答数

○事業所向け自己評価総括表作成日 R7年　11月　6日

○事業所名 ひふみ吉田第2教室

○保護者　評価実施期間 R７年　10月　15日

○保護者　評価有効回答数

○従業者　評価実施期間 R7年　10月　15日

放課後等デイサービスにおける自己評価総括表公表


